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研究成果概要 
2011 年秋に乗鞍観測所が冬季閉鎖に入って後、10 月半ばの降雪後にバッテリーか

らの給電が停止し、ミューオン計による連続観測が停止した。その後給電が再開し、ネ

ットワーク経由で観測制御用 PC にはログインできるものの、観測プログラムを正常に

起動できない状態が続いている。FPGA レコーダの故障が原因と思われるが、観測所の

開所と同時に対策を講じて、一刻も早い観測再開を目指す。 
第 24 太陽活動極大期に向けて、GMDN に加えるべき改良点をデータ解析によって

明らかにするとともに、改良にむけた活動を行った。まず GMDN による観測データを解

析し、宇宙線密度勾配の太陽活動周期変動が期待通りに観測されていることを確認した。

特に、1992 年に開始した名古屋－ホバートよる共役観測データを用いて、GMDN が完

成した 2006 年以前にまで解析期間を拡張し、太陽活動の 11 年周期変動のみならず、太

陽双極子磁場の22年変動に伴う宇宙線密度勾配の変動も導くことができた。このことは、

従来中性子計による観測データに基づいて議論されることがほとんどであった宇宙線密

度分布の長周期変動が、ミューオン計ネットワークによる高エネルギー宇宙線の観測か

らより高い精度で導けることを示すものであり、長期変動を引き起こす物理的メカニズ

ムの研究に大きく貢献できることが期待される。 
現在の GMDN が抱える最大の問題点は、北米大陸上空に大きな観測方向の空白域を

抱えていることである。この問題点を克服するため、我々は「メキシコ・ミューオン計」

の新設に「地上ネットワーク観測大型共同研究」で取り組んでいる。一方、カナダ宇宙

天気予報センターの研究者グループがカナダ国内に大型ミューオン計を新設する計画を

推進しており、2011 年 10 月にカナダでワークショップが開催された。このワークショ

ップには宗像が参加し、「カナダ・ミューオン計」が備えるべき性能や将来の GMDN と

の共同観測体制について議論した。特にカナダ東海岸（例えばモントリオール）に設置

されたミューオン計は、観測方向が GMDN の名古屋およびブラジルの両宇宙線計による

ものと一部オーバーラップしており、宇宙線計の較正に都合が良い。また「メキシコ・



ミューオン計」の観測方向とも良くオーバーラップしており、観測データの検定が容易

に行える。 
今後、上記のミューオン計新設に向けた活動を推進するとともに、クウェート宇宙

線計の拡張等、GMDN の性能向上に必要な改良を加えて行く。 
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